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■連立立体交差事業で誕生した高架下遊休地を活用した賃貸ガレージハウス

■審査員による評価コメント

街を分断していた地上路線を高架化したことによって生じた高架下空間を、住居として活用した

プロジェクト。高架化に合わせて導入されたロングレールが騒音と振動を低減しており、潜在的に

居住空間の可能性を高めていたのだが、高架構造体とは縁を切るなどの工夫と併せて、これを居住

の可能性として見出した点がまずは優れている。住居は線路インフラの特性に合わせてバイクガ

レージを持つなど、インダストリアルなテイストで企画されており、標準形ばかりではない、大手

デベロッパーが都市特性に合わせた住居を提供しようとしている点も評価したい。

「K・BLOC HANAZONO」について

【2階居住空間】

「K・BLOC HANAZONO」は、近鉄奈良線高架下に2022年3月に誕生した賃貸ガレージハ

ウスです。従来、鉄道高架下は列車の走行に伴う振動や騒音といった課題から、店舗や駐車場、

資材置き場などの利用にとどまっていました。今般、幹線道路に近い立地ポテンシャルに着目し、

高まる「趣味に没頭できる空間」へのニーズと車やバイクをライフスタイルとして楽しむ層の

ニーズを掛け合わせるとともに、「鉄道高架躯体」に干渉しない独立構造とすることで、鉄道高

架下に住まうという「ガレージハウス」を構想しました。また、高架下特有の閉鎖感をポジティ

ブに変換し、都市の隙間に新しいライフスタイルを提案することで、地域の持続的な価値向上に

貢献しています。

【1階ガレージ】

【外観正面】【外観】
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